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１１ ははじじ めめにに

知的障がい（ Ｉ Ｄ ： I nt el l ect ual
ｲ ﾝ ﾃ ﾚ ｸ ｼ ﾞ ｭ ｱ ﾙ

Di sabi l i t y
ﾃ ﾞ ｨ ｽ ｱ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｨ ｰ

） と は、「 知的発達の障がい」

を 意味し て いま す。 日本で の「 知的障がい」 の定義は、 法律で 定めら れて い

る わけで はあり ま せんが、 厚生労働省が行っ て いる 「 知的障害児（ 者） 基礎

調査」 で は、「 知的機能の障害が発達期（ おおむね１ ８ 歳ま で ） にあ ら われ、

日常生活に支障が生じ て いる た め、 何ら かの特別の援助を 必要と する 状態に

ある も の」 と 定義さ れて いま す。 診断の基準は、 次の①～③のいずれにも 該

当する も のを 「 知的障がい」 と いいま す。

※ ②の知的機能が明ら かに 平均以下で あ る かど う かの判断は、「 標準化さ れた 知能検査

（ ウ ェ ク ス ラ ー や ビ ネ ー に よ る も の な ど ） に よ っ て 測 定 さ れ た 結 果 、 知 能 指 数

（ Ｉ Ｑ ： I nt el l i gence
ｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｼ ﾞ ｪ ﾝ ｽ

Quot i ent
ｸ ｳ ｫ ｳ ｼ ﾞ ｪ ｴ ﾝ ﾄ

） がお お むね７ ０ ま で のも の」 に よ る 。

【 障がいの程度に よ る 判定】

ａ ｂ ｃ ｄ

Ⅰ（ Ｉ Ｑ ～２ ０ ） 最重度知的障がい

Ⅱ（ Ｉ Ｑ ２ １ ～３ ５ ） 重度知的障がい

Ⅲ（ Ｉ Ｑ ３ ６ ～５ ０ ） 中度知的障がい

Ⅳ（ Ｉ Ｑ ５ １ ～７ ０ ） 軽度知的障がい

（ 日常生活能力水準の a、 b、 c、 d は省略さ れて い る 。）

※ 厚生労働省 知的障害児（ 者） 基礎調査に お け る 知的障がい の程度資料

こ の区分や判定方法は都道府県によ っ て 異な り ま す。

③の適応行動が困難で ある こ と は、 年齢に相応し た 適応行動に 明ら かな 制

限がと も な っ て いる こ と を 指し て いま す。

こ れは、 知的障がいのある 人は、 知的機能と 適応行動の両方から 明ら かに

制限を 受けて いる と いう こ と で あり 、 個々の知能指数（ Ｉ Ｑ ） の高低だ けで

第第１１ ３３ 章章 知知的的障障ががいいののああるる 人人へへののササポポーートト

① 知的機能の障がいが発達期（ おおむね１ ８ 歳ま で ） にあら われる 。

② 知的機能が明ら かに平均以下で あ る こ と 。

③ 知的機能の障がいによ り 適応行動（ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 、 自己管理、 家

庭生活、 社会的・ 対人的機能、 地域社会資源の利用、 自律性、 発揮さ れる

学習能力、 仕事の遂行、 余暇の利用、 健康の管理、 安全な ど ） が困難で あ

る こ と 。
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な く 、 知的障がいのある 人と そ の人を 取り 巻く 環境と が相互に作用し た 結果

で ある と 考え ら れま す。

全国障害者ス ポーツ 大会において 、 知的障がいのある 人が出場で き る 競技

には、「「 陸陸上上競競技技」」、、「「 水水泳泳」」、、「「 卓卓球球」」、、「「 フフ ララ イイ ンン ググ デディィ スス クク 」」、、「「 ボボウウリリ ンン ググ 」」、、

「「 ババスス ケケ ッッ トト ボボーールル」」、、「「 ソソ フフ トト ボボーールル」」、、「「 ババレレ ーーボボーールル」」、、「「 ササッッ カカ ーー」」、、「「 フフ

ッッ トト ソソ フフ トト ボボーールル」」 があ り ま す。

２２ 知知的的障障ががいいのの特特徴徴

（（ １１ ）） 外外見見かからら 分分かかりり ににくく いい

視覚障がいや肢体不自由で あ れば、 ア イ マ ス ク や車いすを 用いて 、 そ の不

便さ を 追体験し 、 理解する こ と がで き ま すが、 知的障がいは、 障がいのあ る

こ と によ る 生活の不便さ 、 困難さ を 、 そ の一部で も 追体験で き る 障がいで は

あり ま せん。ま た 、本人自身が自分の困難さ を 主張する こ と が不得意で あり 、

こ う し た 点で 細やかな 配慮が必要で す。

（（ ２２ ）） 障障ががいいのの状状態態のの多多様様性性

知的障がいのある 人は、 身辺処理がほと んど で き な い等、 障がいの程度が

非常に重い人から 、 就労し 社会で 自立し た 生活を 送っ て いる 人ま で 、 障がい

の程度に 幅があ り ま す。 知的な 発達のいろ いろ な 面が比較的一様に遅れて い

る こ と も あり ま すし 、 著し く 不均衡に遅れて いる 場合も あり ま す。 そ し て 、

不均衡な 遅れの生じ 方も 実に様々で す。 で すから 必要な 援助の量や質が個人

によ っ て 大き く 異な り ま す。

（（ ３３ ）） 障障ががいいのの状状態態のの変変動動性性

知的障がいのある こ と は、 そ の人の将来の活動範囲を 限定する も ので はあ

り ま せん。 知的障がいのある 人を 取り 巻く 生活環境が整え ら れる こ と によ っ

て 、 自立し 、 社会で 生活する こ と も 可能と な り ま す。

（（ ４４ ）） 知知的的能能力力のの低低ささ かからら くく るる 適適応応力力のの弱弱ささ

知的障がいのある 人は、 知的な 面で の弱さ から 抽象的な 概念は理解し に く

いこ と があり ま す。 突発的な 出来事に対し て は臨機応変に対応する こ と が難

し いので 、 本人の理解の程度に 合わせ、 事前に働き かけて 本人の了解を 得る

こ と が大切で す。

（（ ５５ ）） 判判断断力力のの弱弱ささ

障がいの程度は、 最重度、 重度、 中度、 軽度の区分で 表さ れ、 重度の人ほ
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ど 障がいの度合いが大き く 、 物事を 理解する こ と が難し く な り ま す。 適切か

ど う かと いう 判断を 求めら れる 事柄に対し て は、特に影響が大き いも ので す。

判断の手がかり を 示し 、 手順を 追え ば確実に正し い結果にな る と いう こ と を

示すこ と が大切で す。

（（ ６６ ）） 自自律律性性のの弱弱ささ

知的障がいのある 人は、 普通にし た こ と で も 結果的に う ま く で き な いこ と

が多いので 、 と て も 不安にな り ま す。 自信のな いこ と に は消極的にな り 、 他

律的な 行動が目立ち ま す。 人に 頼る 分、 影響も 受ける ので 支援する 人のあ り

方が大き く 影響を 及ぼし ま す。

（（ ７７ ）） 学学習習にに時時間間ががかかかかるる

学習し た こ と を すぐ に は覚え ら れま せんが、 よ い経験を 継続する こ と で 身

に付く こ と が多く あり ま す。 支援する 者は気長に 見通し を も っ て 対応する こ

と が大切で す。

（（ ８８ ）） 反反復復やや固固執執性性をを もも つつ

自閉症ス ペク ト ラ ムを 併せ有する 知的障がいのある 人は、 そ の特性の一つ

と し て 、 同じ 行動を 何度も 繰り 返し た り 、 一つのも のに 固執し た り する 傾向

（ こ だ わり 行動） が多く 見ら れま す。 周囲の人が環境に 配慮し 、 本人にと っ

て 余分な 刺激を 少な く する こ と で 、 未然にそ の状況を 防止する こ と がで き ま

す。

（（ ９９ ）） ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン がが上上手手ににでで きき なな いい

知的障がいのある 人は音声言語がな かっ た り 、 あっ て も 会話が成り た た な

かっ た り する 場合があり ま す。 こ のよ う な 方の場合、 言葉の概念が形成さ れ

て いな いこ と が多いので 、 分かっ て いる よ う に見え て も 、 実際に は理解し て

いな いこ と が多く 見ら れま す。 言葉の理解し にく さ を 視覚で 補う ア プ ロ ーチ

と し て カ ード の活用な ど が有効で す。

（（ １１ ００ ）） 感感性性がが鋭鋭いい

感性の部分は障がいを 受けて いな いので 、 快、 不快も し っ かり と 感じ と っ

て いま す。 知的理解が困難な 分、 感性や感情で 物事を 捉え て いく こ と が多い

で す。 し かし 、 相手の表情な ど から 感情を 読みと る こ と に関し て は、 喜びの

表情は障がいのな い人と 変わり な く 認知で き る ので すが、 悲し みと 怒り の表

情を 混同し て し ま い、 認知し に く いと 言われて いま す。 快い感性豊かな こ と
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に多く 出会え る 環境が、 円満な 人格形成に繋がり ま す。

（（ １１ １１ ）） 感感覚覚がが極極端端にに鋭鋭いい（（ 鈍鈍いい））

外界の刺激に あま り に 過敏に 反応し すぎ て 情緒不安定にな る よ う な 場合は、

刺激を 弱く する 等の配慮が必要で す。 自閉症ス ペク ト ラ ム障がいを 有する 人

の中には、 味覚過敏の方も いま す。 そ のよ う な 人は、 カ レ ーや丼物な ど 、 複

数の料理が混ざ る こ と を 不快に 感じ る 場合も あり ま す。 本人の五感（ 視覚・

聴覚・ 触覚・ 味覚・ 嗅覚） が鋭いか鈍いか、 ど んな 支援が必要な のかを 見極

める こ と が必要で す。

３３ ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン ののポポイイ ンン トト

知的障がいのあ る 人の中には、 自分の気持ち を 上手く 表現で き な い人も いま

すが、 そ れぞれいろ いろ な 『 思い』 や『 願い』 を も っ て 、 全国各地から 「 Ｓ Ａ

Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 全障ス ポ」 に 参加し ま す。 そ のこ と を 理解し 、 誠意を 持っ て サポ

ート し ま し ょ う 。

（（ １１ ）） 参参加加者者一一人人一一人人をを 「「 個個人人」」 とと しし てて 尊尊重重しし まま しし ょょ うう

知的障がいのある 人と いう 先入観を 持た ずに一人の個人と し て 接し ま し ょ

う 。 表現の不十分さ は個性と し て と ら え 、 優し く 穏やかな 声で 対応し ま し ょ

う 。

（（ ２２ ）） 相相手手のの年年齢齢にに配配慮慮しし まま しし ょょ うう

知的障がいのある 人の中には、 実年齢よ り 幼く 見え る 人がいま す。 幼く 見

え て も 皆さ んよ り 人生の先輩も 多いで す。 言葉遣いや態度な ど 年齢に合わせ

た 対応を 心掛けま し ょ う 。 成人の方の場合には、 子ど も 扱いし な いよ う に し

ま し ょ う 。

（（ ３３ ）） たた くく ささ んん会会話話をを しし まま しし ょょ うう

会話を する こ と で 、相手の気持ち がわかり ま す。話の糸口を つかむた めに 、

話題を 用意する こ と も 大切な こ と で す。 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 全障ス ポで は、 選

手の出場する 競技な ど 、 共通の話題を 用いて 、 選手に日頃の練習の様子や努

力し て いる こ と な ど を 聞き 、 話に花を 咲かせま し ょ う 。

（（ ４４ ）） 応応対対はは積積極極的的ににしし まま しし ょょ うう

「 何かお困り のこ と はあり ま せんか。」、「 お手伝いし ま し ょ う か。」 な ど の

言葉を 積極的に かけ、 参加者が気軽にサポート を 頼める よ う な 雰囲気を 作り
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ま し ょ う 。

（（ ５５ ）） 分分かからら なな いいここ とと はは聞聞きき まま しし ょょ うう

相手に「 し て ほし いこ と 」 を 聞いて 対応し ま し ょ う 。 ま た 、 サポート の方

法が分から な いと き やう ま く 相手の話が聞けな かっ た と き は、 付き 添いの方

な ど に状況を 聞いて から 対応し て く だ さ い。 一人で 判断する こ と は事故に 繋

がり かねま せんので 注意し ま し ょ う 。

（（ ６６ ）） 説説明明はは具具体体的的にに分分かかりり ややすすくく しし まま しし ょょ うう

ト イ レ の場所や集合場所な ど を 聞かれた 場合、「 あっ ち 」 や「 向こ う の方」

な ど の曖昧な 言い方や、「 第○ゲート 」 な ど 、 関係者にし か分から な い言い方

で はな く 、 近く の目印や目標物な ど を 具体的に示し 、 分かり やすく 説明し ま

し ょ う 。 慣れな い場所で の行動は不安に な る も ので す。 で き る 限り 目的の場

所ま で 付き 添っ て 案内し ま し ょ う 。 そ のた めにも 、 自分自身が会場のこ と を

十分に把握し て おき ま し ょ う 。

（（ ７７ ）） 短短いい文文章章でで 説説明明しし まま しし ょょ うう

一度にた く さ んのこ と を 言われる と 混乱する ので 、短い文章で「「 ゆゆっっ くく りり 」」

「「 丁丁寧寧にに 」」「「 繰繰りり 返返しし 」」 説明し 、 内容が理解さ れた こ と を 確認し な がら 対応し

ま し ょ う 。

（（ ８８ ）） 穏穏ややかかなな 口口調調でで 話話しし まま しし ょょ うう

社会的な ルールを 理解し にく いた め、 周囲と は別行動を 起こ す人も いる か

も し れま せんが、いき な り 強い口調で 言葉を かけた り せず「 ど う し ま し た か？」

「 何かお手伝いし ま し ょ う か？」 と 穏やかな 口調で 言葉を かけま し ょ う 。

４４ 知知的的障障ががいいとと 発発達達障障ががいい

知的障がいの区分（ カ テ ゴ リ ー） を 考え る 上で 、 理解し て おかな く て はいけ

な いこ と の一つと し て 、 発達障がいが挙げら れま す。

発達障がいの捉え 方は、 教育・ 行政・ 医療・ 福祉な ど 異な る 領域にま た がる

中で 必ずし も 統一さ れて いる わけで はあり ま せん。 発達障害者支援法（ 平成 16
（ 2004） 年） で は、 発達障がいと いう 障がいの定義を 「 自閉症、 ア ス ペルガ ー

症候群そ の他の広汎性発達障害、 学習障害、 注意欠陥多動性障害そ の他こ れに

類する 脳機能の障害で あっ て そ の症状が通常低年齢に発現する も のと し て 政令

で 定める も の」（ 発達障害者支援法第２ 条） と 定めて いま す。 ま た 、 医療現場で
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は発達障がいを よ り 広く 捉え 、 知的障がいや情緒な ど の障がいま で 対象を 広げ

て いま す。 発達障がい者に は、 知的障がい者と 同様に時間を かけた サポート が

求めら れて いる こ と 、個々のニ ーズを 満た すこ と ので き る 支援な ど が必要で す。

【【 代代表表的的なな 発発達達障障ががいい】】

○ 広汎性発達障がい（ ア ス ペルガ ー症候群・ 高機能自閉症）

言葉が使え な い重い知的障がいを 伴う 人から 、 言葉と 知的発育に遅

れがな い高機能自閉症やア ス ペルガ ー症候群と 診断さ れる 人ま で 様々

で す。 近年は、 こ れら を 総称し て「 自閉症ス ペク ト ラ ム」 ある いは「 自

閉症ス ペク ト ラ ム症」（ ASD） と 呼ぶこ と が増え て いま す。

自閉症ス ペク ト ラ ムのある 人は、 個人差はある も のの次の３ つの特

徴があり ま す。

① 人と 上手に付き 合え な い

② コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン がう ま く と れな い

③ 想像力が弱い・ 強いこ だ わり がある

他にも 、 特定の音や声、 光な ど を 嫌がっ た り 、 に おいや温度に敏感

だ っ た り し ま す。 体に触れら れる のを と て も 嫌がる 人も いま す。

ま た 、 変化や見通し がつかな い場面で は、 情緒が不安定に な り やす

く 、 小さ い子ど も な ら 危険がわから な かっ た り 、 体を 揺ら し た り 跳び

はねた り する こ と も あり ま す。 話し かけて も 返事がな かっ た り 、 意味

不明のこ と を し ゃ べっ て いた り する こ と も あ り ま す。

そ し て 、 知的発達に遅れがな い場合で も 、 人の気持ち を 察し た り そ

の場の雰囲気を 読んだ り する こ と が苦手な ので 、 周囲から 誤解を 受け

やすいで す。

○ 注意欠陥・ 多動性障がい（ AD/ HD）

注意力と 集中力に 欠ける こ と 、 じ っ と し て いら れな い多動性や考え

ずに 行動し て し ま う 衝動性が見ら れた り する こ と 、 こ のど ち ら かま た

は両方の特徴がある た め、 勉強や仕事がう ま く いかな いこ と があり ま

す。

自分の気持ち や行動を コ ン ト ロ ールする 力が弱く 、 行動面に現れる

こ と が多いで す。

○ 学習障がい（ LD）

知的な 遅れはあり ま せんが、 聞く 、 話す、 読む、 書く 、 計算する 、
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推論する と いっ た 学習に必要な 能力のう ち 、 一つ又は複数の力を う ま

く 使え な いた めに、 学習面で 困っ て いる こ と が多いで す。 例え ば、 見

た も のを 区別し て 読み取っ た り 、 聞いた も のを 区別し て 聞き 分けた り

する こ と が苦手で す。 ま た 、 中には手先が不器用で 運動発達に遅れが

ある 人も いま す。 そ れゆえ 、 人よ り 時間がかかっ た り 何度やっ て も 失

敗ばかり し た り する ので 、 自信を 失っ て し ま う こ と も 多いで す。

＜発達障がいの主な 特徴＞

・ 外見から はわかり にく い。

・ 遠回し な 言い方やあいま いな 表現は理解し にく い。

・ 順序立て て 論理的に話すこ と が苦手な 人も いる 。

・ 年齢相応の社会性が身に付いて いな い人も いる 。

・ 関心のある こ と ばかり を 一方的に話す人も いる 。

・ 人と のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が苦手。

・ 相手の表情や態度から 相手の気持ち を 読み取る こ と が苦手。

・ 突然走り 回っ た り 、 怒っ た り 、 笑っ た り する こ と がある 。 ま た 、

そ の場に そ ぐ わな い行動を する こ と も ある 。

・ 場所や物の配置な ど に こ だ わり があっ て 、 そ の状態の変化を 嫌が

り 、 変化に対する 適応が難し いこ と も ある 。

・ 相手の言っ た こ と を 繰り 返す。（ こ の場合、 相手の言っ て いる こ と

が理解で き て いな いこ と が多い。）

・ 騒々し い環境は苦手で 、 静かな 環境の方が落ち 着く こ と が多い。

＜コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン のポイ ン ト ＞

・ 簡単な 言葉を 理解で き る 人で も 、長い言葉はよ く 理解で き ま せん。

具体的に 短い言葉で 、 ゆっ く り と わかり やすく 話し かけま し ょ う 。

・ やさ し い口調を 心がけま し ょ う 。

・ 言葉だ けで 理解で き な い人も 多いので 、 具体的な 物や絵、 文字や

身振り な ど を 使っ て 、 本人に分かり やすい方法で 伝え ま し ょ う 。

・ 否定的な 言動に過敏な 人が多いので 、「 ○○し な い」 で はな く 「 ○

○し ま し ょ う 」 と 肯定的な 言葉を かけま し ょ う 。

・ こ だ わり や癖が周囲の人にはおかし く 見え た り 、 わがま ま に感じ

た り 、 迷惑に思っ た り する こ と がある かも し れま せんが、 大声で 注

意し た り 力で 抑え た り する こ と は逆効果な ので 、 穏やかな 口調と 毅

然と し た 態度で 声を かけま し ょ う 。
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・ 言葉が話せて も「 嫌で す」 と 言え ずに困っ て いる 場合も あ る ので 、

そ の人が、 今、 何を 感じ て いる のか配慮が必要で す。

・ 見通し が立た ずに不安にな っ て いる こ と が多いので 、 危険のな い

限り 、 ま た 迷惑に な ら な い範囲で 温かく 見守っ て あげて く だ さ い。

・ パニ ッ ク にな っ た ら 刺激し な いよ う 、 ま た 危険がな いよ う に注意

し な がら 、 落ち 着く ま で 見守り ま し ょ う 。 力づく で 押さ え つける こ

と は逆効果で す。
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